
令和５年度　　能美市立根上中学校　学校評価（最終）

具体的方策
主
担
当

【評価指標】
＜成果指標＞＜努力指標＞

＜満足度指標＞　

【評価の根拠】
達成度判断基準

取組状況と今後の改善策
評
価

学校関係者
評価者

による意見

①気づきを大切に
し、的確な「報告・連
絡・相談」をする。

運
営
委
員
会

（
教
頭

）

【努力指標】
管理職、校務分掌、学年での
「報告・連絡・相談」を密にし、
協力して課題解決に対応す
る。

【教職員アンケート】
・気づきを大切にし、的確な「報告・連絡・相談」をして
いる。
　　　A　９０％以上　　B　８０％以上
　　　C　７０％以上　　D　７０％未満

【教96.2％】
・学校経営ビジョンを共有し、運営委員会や分掌間の連携を密にし
た協働体制がとれている。７月アンケート結果から、情報共有の方
法を改善し、生徒の状況把握をさらに進めることができた。今後
も、日頃から互いにコミュニケーションをとり、課題の共有と方針の
確認、組織的な対応に努めていく。

A

②働き方の見直しを
進める。

運
営
委
員
会

（
教
頭

）

【努力指標】
月２回以上の定時退校を設定
したり、業務の平準化を行っ
たりすることで、時間外勤務
時間を短縮する。

【時間外勤務時間調査】
・時間外勤務時間が月８０時間を超えないように勤務
している。
　　　A　１００％　　　　Ｂ　９０％以上
　　　Ｃ　８０％以上　　Ｄ　７０％以上

【4～6月：81.2％】【9～11月　89.7％】
時間外勤務時間が月平均80時間を超える教員には校長が面談を
し、改善策を検討している。また、９月以降は定時退校日を明確に
示し、改善を図った。今後も継続してできるところから会議の精選
や業務の削減、簡素化に努めていく。 C

③生徒の「自己指導
能力」を育む。

生
徒
指
導

（
泉

）

【努力指標】
生徒指導の４つの視点を意識
した実践を重ね、「自己指導
能力」の育成を目指す。

【教職員アンケート】
・生徒指導の4つの視点を意識し、「自己指導能力」を
育むことができた。
　　　A　９０％以上　　B　８０％以上
　　　C　７０％以上　　D　７０％未満

【教92.3％】
　夏季休業中に校内研修会を開催し，各学年で身につけさせたい
自己指導能力を検討する時間を設けた。そのことを2学期のスター
ト時に生徒と共有した。7月アンケート結果(D評価：69.5)から大きく
改善した。自己指導能力向上の視点を明確にした効果だといえ
る。生徒に身につけさせたい力を今後も検討し続けることが大切で
あり、その機会を今後も設ける必要がある。

A

① 目標を達成した姿
を明確にする。

研
究

（
斉
田

）

【満足度指標】
　既習事項を想起させたり、
学習課題を明示したりするこ
とを通じて、生徒が目標を達
成した姿を具体的にイメージ
できるようにする。

【生徒アンケート】
・課題をつかみ、学習の見通しをもてていたか。
　　　A　９０％以上　　B　８０％以上
　　　C　７０％以上　　D　７０％未満
【教職員アンケート】
・生徒が目標を達成した姿をイメージできるような手立
てを行ったか。
　　　A　９０％以上　　B　８０％以上
　　　C　７０％以上　　D　７０％未満

【生90.7％】【教92.3％】
　１学期と比べると、肯定的な回答の割合、最も肯定的な回答の割
合ともに概ね満足感の高い結果を維持している。
　「～について考えていきましょう。」という学習課題の提示の前
に、「～は、どうしたら解決できそうですか？」という問いかけを入れ
ていく。問いに対して、個人で課題解決する見通しをもったり、考え
を近くの人どうしで話し合ったりする時間を、短時間確保してから授
業の展開部分に入っていくことで、学習課題が生徒にとってより自
分事になると考えられる。

A

② 課題解決に向け
た指導方法・教材等
を工夫する。

研
究

（
斉
田

）

【満足度指標】
　他者との対話、ICTの活用、
学び合いなど、課題に対する
多様な解決方法を提示するこ
とを通じて、個別最適な学び
を実現する。

【生徒アンケート】
・いろいろな方法や視点から、課題を解決できたか。
　　　A　９０％以上　　B　８０％以上
　　　C　７０％以上　　D　７０％未満
【教職員アンケート】
・課題解決に向けた指導方法・教材等を工夫すること
で、個別最適な学びの実現に、向けて足がかりができ
た。
　　　A　９０％以上　　B　８０％以上
　　　C　７０％以上　　D　７０％未満

【生90.9％】【教88.9％】
　生徒ｱﾝｹｰﾄにおいては肯定的な回答の割合は若干増加したもの
の、最も肯定的な回答の割合は減少した。教職員ｱﾝｹｰﾄでは、肯
定的な回答の割合、肯定的な回答の中に占める最も肯定的な回
答の割合ともに増加した。
　Chromeboookが目標達成のための効果的なツールとして機能し
ていることが、その背景にあると考えられる。生徒の最も肯定的な
回答の割合を向上させていくためには、教師が生徒に学びを委ね
ることが必要である。これまで教師が教えていた部分を、生徒の主
体性に任せていくことができるよう、具体的な授業場面を想定しな
がら検討していく。

B

③ 視点を明確にして
アウトプットさせる。

研
究

（
斉
田

）

【満足度指標】
　授業終末のアウトプット場面
で、視点を明確にすることを
通じて、学習課題と整合した
適切な形で学びをまとめた
り、振り返ったりすることがで
きるようにする。

【生徒アンケート】
・課題に合う形で、授業の学びをまとめることができた
か。
　　　A　９０％以上　　B　８０％以上
　　　C　７０％以上　　D　７０％未満
【教職員アンケート】
・生徒が課題に合った適切な表現でまとめ、振り返り
ができるよう、視点を明確にする手立てを行ったか。
　　　A　９０％以上　　B　８０％以上
　　　C　７０％以上　　D　７０％未満

【生90.7％】【教88.9％】
　生徒ｱﾝｹｰﾄ、教職員ｱﾝｹｰﾄともに、肯定的な回答の割合が増加
している。
　どの教科でも、視点の与え方の工夫やキーワードを提示するな
ど、まとめや振り返りを丁寧に行うことができた。授業の終盤に、本
時の学びを通じてわかったことについて、生徒どうしが短時間で話
し合う時間を設定することで、効果的にまとめにつなげることがで
きると考えられる。また、まとめのしかたを生徒に選ばせることがで
きれば、自己決定の場面が生まれ、個別最適な学びとのつながり
も見えてくる。本校生徒が課題とする活用力だけでなく、自己指導
能力の育成にもつなげることができるため、引き続き、各教科で実
践を進めていく。

B

①生徒指導・教育相
談を充実する。

生
徒
指
導

（
泉

）

【努力指標】【成果指標】
生徒指導や教育相談を充実
させることで、年間の事案件
数を減らす。

【生徒指導データ】
・生徒指導事案（暴力・いじめ等）の発見と解決。
　　　A　１００％　　　　Ｂ　９０％以上
　　　Ｃ　８０％以上　　Ｄ　７０％以上
【教育相談データ】
・新たな不登校及び不登校傾向の生徒をつくらない。

【暴力認知件数２件】
【いじめ認知件数5件、うち解消3件　　解消確認まで3カ月を要する
ため】
　週1回の管理職と生徒指導担当者間での情報交換と教育相談会
を通して、各学年及び個々の生徒の状況について、情報を共有
し、今後の対応策や、トラブルを未然に防止するための方策などに
ついて、話し合っている。また、chromebookを使っての月1回のいじ
めアンケート、QU調査後のヘルプシグナルのチェック、個人面談も
引き続き継続し、トラブルの未然防止につなげていきたい。

B

② 特別の教科道徳
において、道徳的価
値について考えを深
める。

教
務
・
研
究

（
森
田

）

【努力指標】
　生徒が、道徳的価値につい
て、多面的・多角的に考える
ことができるようにする。

【教職員アンケート】
・ねらいとする価値にせまるために、多面的・多角的
な見方ができるような授業展開の工夫に努めている。
　　　A　９０％以上　　B　８０％以上
　　　C　７０％以上　　D　７０％未満
【生徒アンケート】
・道徳の授業では、友達との話し合いなどを通じて、
テーマについて自分の考えを深めることができた。
　　　A　９０％以上　　B　８０％以上
　　　C　７０％以上　　D　７０％未満

【教86.6％】【生95.3％】
　２学期から、８月の研修会で学んだ「ねらいの明確化」「対話で自
分自身を見つめる」という二つの授業づくりのポイントを実践するた
め、各学年でリレー授業を実施した。ねらいを定め、Qワードを使い
ながら、対話の中で自分の考えを深めるという活動を取り入れて
いったことで、生徒同士が自分の言葉で話す場面を増やし、考えを
深めることができるように授業づくりをしていった。その結果、教職
員アンケートでは、Ａ評価が7月の26.7％から、53.3％と大きく伸び
ている。生徒アンケートにおいてはＣ・Ｄ評価は減少したものの、Ａ
評価の伸びは見られなかった。今後この取組を続けていく中で、生
徒の確かな学びの実感をつけさせていきたい。

B

③郷土を愛する心を
育成する。

教
務
・
研
究

（
本
川

）

【満足度指標】
地域と連携したキャリア教育
やふるさと教育を計画的・効
果的に実践する。

【教職員アンケート】
・総合的な学習の時間等を活用し、生徒のキャリア発
達を促したり、郷土を愛する心を育成したりする。
　　　A　９０％以上　　B　８０％以上
　　　C　７０％以上　　D　７０％未満
【生徒アンケート】
・「根上が好きか？能美市が好きか？」の結果
　　　A　９０％以上　　B　８０％以上
　　　C　７０％以上　　D　７０％未満

【教84.7％】【生：根87.6％】
　「根上が好きか？能美市は好きか？」のアンケートは昨年度に比
べて上回っていた。しかし、「根上が好きか」については、1年生
83.0%、2年生90.8%、3年生91.7%と学年によって数値に差があった。
総合的な学習の時間を中心に、地域と連携しながら、能美市の環
境や企業について調べたり、実際に体験したりすることを通して、
能美市の魅力を見つけ、郷土を愛する心を育成する機会とした
い。

B

①基礎体力を向上さ
せる。

保
健
体
育

（
泉

）

【努力指標】
教科体育の充実や適正な部
活動運営を通して、基礎体力
の向上を図る。

【体力テスト】
・２、３年生の体力テストにおいて、総合評価のA、Bが
占める割合
　　　A　６０％以上　　B　５０％以上
　　　C　４０％以上　　D　４０％未満

【体力テスト　47.1％】
　県平均との比較では、４８項目中23項目は県平均を上回ってい
た。残りの25項目の向上が求められるが、特に握力においては全
学年男女県平均を下回る結果となっている。筋力をいかに高めて
いくのかが課題となっており、保健体育の授業の中で、向上に向け
たトレーニングを実施していく。

C

②健康教育を充実さ
せる。

保
健
環
境

（
四
間
丁

）

【満足度指標】
「早起き」「朝ごはん」を基盤と
して、歯科検診や視力検査の
結果を含め、生徒が年間を通
して自分の健康について考え
られるようにする。

【生徒アンケート】
・「早起きができている」「朝ごはんを食べている」がで
きている。
　　　A　９０％以上　　B　８０％以上
　　　C　７０％以上　　D　７０％未満
【保健調査】
・歯科検診、視力検査の受診状況
　　　A　９０％以上　　B　８０％以上
　　　C　７０％以上　　D　７０％未満

【7月 ：早80.8％、朝95.1％】　【12月 ：早70.8％、朝96.1％】
　早起きの低下は、冬季になったことによる家庭時間の変化や、や
りたいこと（ネット利用）があることが考えられ、睡眠時間が遅くシフ
トしていると考えられる。自己指導能力の向上と、睡眠の効果を伝
える必要性がある。朝食のポイントは上がったが単品食が多く、質
の向上が求められる。
【歯科検診9.2％→44.3％視力検査18.6％→27.6％】
　２学期には担任より個別の声掛けを行ったが、大きな改善には
繋がらずどちらも50％を切っている状態。保護者懇談での声掛け
も間に合わなかった。３学期には、再度受信状況を出し、個別の声
掛けを行っていく。

C

①学校運営協議会を
充実させる。

教
務

（
辻

）

【満足度指標】
学校運営協議会を中心に、コ
ミュニティスクール（ＣＳ）とし
ての機能を推進し、家庭・地
域との連携を強化する。

【保護者アンケート】
・コミュニティースクール（CS）をもとに、学校・保護者・
地域がつながり合い、生徒の成長を支えることができ
ていると思う。
　　　A　９０％以上　　B　８０％以上
　　　C　７０％以上　　D　７０％未満
【教職員アンケート】
・学校運営協議会での話し合いを中心に、保護者や
地域からいただいた意見を、日々の教育活動に生か
している。
　　　A　９０％以上　　B　８０％以上
　　　C　７０％以上　　D　７０％未満

【保51.3％】【教92.3％】
　１学期に比べて、保護者、教職員とも肯定的な回答の割合が若
干高くなった。また、保護者アンケートでは、昨年度に比べて、「わ
からない」と回答する保護者の割合も低くなっている。コロナも収束
し、集合型の会合や学校行事等、保護者が学校に来る機会が元
に戻ってきていることに加えて、文化祭での受付業務や学期末大
掃除の指導等でCSの方に協力していただく機会も増えていること
がその要因と考えられる。
家庭との連絡ツールとしてのコドモンの活用は、情報伝達のスピー
ドや情報発信の手軽さという点では大変有効である。しかし、学校
運営に関する重要な事項についての質の高い意思疎通という点で
は脆弱な部分もある。情報伝達の方法などについては、動画での
情報公開を増やしていくなど、次年度以降の課題として検討してい
きたい。

C

②適切な情報公開と
社会貢献を展開す
る。

教
務

（
辻

）

【成果指標】
ホームページ等での情報発
信につとめ、学校教育活動に
対する家庭・地域からの理解
を深められるようにする。
【努力指標】
学校教育活動全体を通して、
「はたらく子」を育成する。

【保護者アンケート】
・生徒の学校での活動の様子を知るために、学校
ホームページを定期的に閲覧している。
　　　A　９０％以上　　B　８０％以上
　　　C　７０％以上　　D　７０％未満
【生徒アンケート】
・「そうじをしている」「あいさつができる」の結果。
　　　A　９０％以上　　B　８０％以上
　　　C　７０％以上　　D　７０％未満

【保34.9％】【生：掃95.6％、挨86.8％】
　「はたらく生徒」という視点では、肯定的な回答の割合は依然とし
て高い。掃除では、当番清掃を導入して以来、成果と課題が浮き
彫りとなってきた。校務分掌の総括を通じて、次年度の掃除の方法
を再検討していきたい。情報発信については、肯定的な回答の割
合が若干高くなった。昨年度から新設した「校長コラム」で、学校内
での出来事を時間を空けずに発信し続けられていることが数値向
上の一助となっていると考えられる。今後も更新し続け、学校、保
護者、地域のつながりを強くすることに貢献していきたい。

C

2024.2.20　運営委員会

重点目標
（めざす姿）

1

組
織
的
な
学
校
運
営

（
教
師
力
を
磨
き
、
学
校
力
を
高
め
る

）

・月２回の定時退校日につ
いて、管理職が各職員の勤
務状況を適切に把握し、定
時退校できなかった場合は
別日に振り替えるなど、確
実にとることができるよう、
配慮が必要と考える。
・また、一度超えても、翌月
は改善させるなど、継続し
て時間外勤務の大幅な超
過が起きないように改善し
ていくことが大切である。
・時間の使い方を改善する
目的や必要性を説いていく
ことで、時間に対する感覚
や改善することの重要性も
伝わる。
・自己指導能力という抽象
的な言葉を教職員及び生
徒ともその意味やイメー
ジ、そして具体的な姿の共
有は今後も折を見て共有し
ていくべきである。

2 知

（
自
ら
進
ん
で
学
ぶ
生
徒

）

・あらゆる生活場面におい
て、デジタル化が急速に進
んでいる。それと同時に、
不易な部分である「アナロ
グのよさ」が再認識されて
いる場面も多く見られる。
実際に体感したり、紙に文
字で書いたり、対面で他者
と触れ合ったりするよさを
残していくことに大きな意味
がある。「一極化」を進める
のではなく、デジタルとアナ
ログの両方のよさを取り入
れた生徒一人一人にとって
最適な学びが実現されるよ
う、ICTを効果的に活用して
授業づくりを進めていって
ほしい。
・何より日々の授業で、自
分の考えを表現し続けてい
くことが、表現力の育成に
つながると考える。何事も、
積み重ねが力に変わって
いくはずである。
・自分の意見をPCで入力し
たり、プリントに記入したり
するところから、ペアで意見
を交わす、そしてその人数
を少しずつ増やしていくなど
の手順で、各学年、各クラ
スの状況に合わせて取り組
み、どんどんトレーニングを
重ね、力を付けていってほ
しい。

3 徳

（
明
る
く
素
直
に
振
る
舞
う
生
徒

）

・一人一人の生徒に対して
その個性を伸ばしたり、より
良い自分を目指す意欲を
高めるなど、成長を促す指
導を大切にしていくべきで
ある。
・「いじめを起こさない」とい
う予防的な取り組みも当然
必要ではあるが、「いじめ
はどんな集団でも起こりう
ることだ」という見地に立
ち、「負けない心」を育むこ
とも必要である。「世の中に
は、必ず人をいじめる人間
がいる」ということを割り切
ることができたり、友だちと
の付き合い方などをもっと
視野を広げて考えられるよ
うになったりすることも大切
だと考える。
・コロナ禍で実施が困難
だった行事が再開している
が、コロナ禍で得た気付き
や変化は、収束した現在も
取り入れられることが大い
にあると思われる。そういっ
た部分を取り入れながら、
生徒の健全な成長、キャリ
ア形成のために、生徒の心
の成長を今後も支えていっ
てほしい。

4 体

（
強
い
身
体
を
も
つ
生
徒

）

・基礎体力向上の方法とし
て、部活動が挙げられてい
るが、今後部活動が地域
移行する中で、学校として
体力向上にどう向き合うの
か、どういう方法がとれる
のかが課題である。
・いかに生徒や保護者に
「受診の必要性」を感じても
らうかが重要だと考える。
受診率が低くなっている理
由の一つとして、生徒や保
護者がその現状を「重く受
け止めていない」ということ
があるのならば、その先に
ある重大な事態をしっかり
と強調して生徒にも保護者
にも伝えていく必要があ
る。

5

家
庭
・
地
域
と
の
連
携

（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ク
ー
ル
の
推
進

）

・学校運営協議会、CSの活
動を知ってもらうことは大切
なことではあるが、そういっ
た認知度を上げることだけ
が目的になるようなことが
あってはならない。
・学校運営協議会の活動が
保護者や生徒、教職員の
皆さんに紐づきやすい活動
を行っていくことも必要だと
思われる。
・組織や活動がイメージし
やすいネーミングにするこ
とも検討すべきではないか
と考える。
・掃除については、「自分た
ちが使っている場所は、自
分たちできれいにするべ
き」など、その意義を生徒に
伝えた上で、取り組ませる
ことでその効果がさらに上
がっていくと思われるので、
４月当初等に、生徒と共有
する必要がある。


